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遺伝子特異的メチル化レベル測定法の開発

ゲノムDNAメチル化レベル測定法の開発

簡易がん診断法の開発

がん細胞で異常になるDNAのメチル化に着目し、がんを簡便に診断できる方法を開発
しております。メチル化によりDNAの物理化学的性質が変化することを利用した遺
伝子特異的メチル化レベル測定法や、人工発光タンパク質を利用したゲノムDNAメチ
ル化レベル測定法を開発しております。
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がん細胞ではがん抑制遺伝子が高度にメチル化され

ているため、これら遺伝子のメチル化レベルはがんの

バイオマーカーとなります。本研究室では、DNAの四

重鎖構造がメチル化されるとその熱安定性が上昇す

ることを発見しました。さらに、この特性を利用するこ

とにより、定量PCRを行うだけで簡便に標的遺伝子の

メチル化レベルを測定できる方法を開発しました。

がん細胞ではゲノム全体のメチル化レベルが低下し

ているため、ゲノムDNAのメチル化レベルもがんの

バイオマーカーとなります。本研究室では、メチル化

DNAに結合するタンパク質と発光タンパク質である

ルシフェラーゼの融合タンパク質を開発し、試薬を混

合するだけで、簡便にゲノムDNAのメチル化レベル

を測定できる方法を開発しました。


